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　同窓生の皆様、いかがお過ごしでしょ
うか。同窓会の会長をお引き受けしてか
ら早くも10年の歳月が過ぎ、今年は清
心小学校の創立50周年の大きな節目を
迎える年となりました。

　この50年の間には世界でも日本でも大きな変化があり、
清心小学校を取り巻く環境も変わっていきました。校舎は
創立当初の木造校舎から旧マリアンホールに、そして10年
前には新しい校舎に移転し、よりよい環境へと発展してい
きました。
　また、大変残念なことは、昨年12月には初代校長を6年

間お務めになられた渡辺和子様が天に召されました。清心
小学校の創立以来ずっと私たちを見守っていただいたこと
に心より感謝をし、哀悼の意を表したいと思います。同時
にあらためて周りの多くの皆様のご支援とご協力により現
在の小学校があることを忘れてはならないと思いました。
　そして、周りの環境がどんなに変化しても創立以来変わ
らない「心清くし　愛の人であれ」という建学の精神のも
とに育った我々清心小学校の卒業生は、常に「聡明で思い
やりのある心身ともにたくましい人」であるように心がけ
ていかないといけないと思います。
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　学校法人ノートルダム清心学園理事長シス
ター・セント・ジョン　渡辺和子先生は平成
28年12月30日に帰天されました。
　生前の遺徳を偲び、ノートルダム清心学園
による追悼ミサ及びお別れ会が平成29年2月
12日岡山国際ホテルにて、執り行われました。
　午後１時から追悼ミサの後、お別れ会が引
き続き行われました。お別れ会では津田葵理
事長職務代行のご挨拶から始まり、日本カト
リック学校連合会　坪光正躬理事長、ご友人
代表で曹洞宗愛知専門尼僧堂　青山俊董堂長、
横溝洋子同窓会会長、附属幼稚園、附属小学校、
清心中学校・清心女子高等学校、ノートルダ
ム清心中・高等学校、ノートルダム清心女子
大学から一人ずつ在校生代表のお別れの言葉
があり、親族代表の小林依子さんのご挨拶の
後、葬儀委員長の高木孝子先生のご挨拶で閉

追悼ミサ並びにお別れ会　　　　 会となりました。
　シスター渡辺
は27年の長きに
わたり学長を務
められ、その後
お亡くなりにな
るまで理事長と
して学園のために献身的にご尽力くださいまし
た。ことにノートルダム清心学園に学ぶ学生・生
徒・児童・園児一人ひとりが現代社会に貢献でき
るよう、教育と学問研究に心を尽くされ、人格教
育に全力を注がれました。（式次第の高木孝子理
事長のお言葉）
　大きな会場が用意されていたにも関わらず、当
日は入りきれないほどの参列者でした。皆それぞ
れにシスターから受けた大きな愛を思い返してい
るようでした。
　渡辺和子先生がお亡くなりになられたことは、
悲しく寂しいものですが、先生の蒔いた種がそれ
ぞれの置かれた場所でこんなにも沢山芽吹き、つ
ぼみとなり、花が咲き、実になっているのだと、
改めて感じられました。

4期生　西　川　眞記子

初代校長渡辺先生の思い出

1967年（昭和42年）から1972年（昭和47年）まで6年間
初代校長として務められました。

　シスター・セントジョン学長（渡辺元理事長
の洗礼名を公的に使用）が、昭和40年に清心

幼稚園を創立し、昭和42年から小学校を創立されました。そして、
校長となられ数名の職員とともに1学年1クラス（担任河本先生）
31名の児童を迎えて、カトリックの理念に基づいた教育をめざ
す小学校を岡山の地にはじめてつくられたのです。そして2年目、
私は（昭和43年から33年間）神の力としか思えないようなご縁
で奉職させて頂きました。47人が入学し2クラス増え、私と川西
先生が担任になりました。
　下記の教育目標を基盤にした教育課程を組み入れ計画が立てら
れていきました。

　心清くし　愛の人であれ　・そう明な子ども・思いやりのある
子ども・心身ともにたくましい子ども

　著書『校長は太陽である』を出版された藤本副校長は、職員
も、太陽のようになり全ての子どもに光りをあてて輝かすように
といつも言っていました。担任は学級の子どもの教育のみを考え
て進めるようにという方針で、会計その他、全ての事務を田辺先
生が一人で窓口になり大変なお仕事をして下さっていました。ま
た、校内・校外研修に力を入れ全職員で東京の玉川学園小学校の
研究会に参加し、前頭葉を働かせ考える力をつける教育の実践を
研修にいったことなど今でも鮮明に記憶に残っています。外人シ
スターによる【英語の授業】シスターによる【宗教の授業】も行
いました。バーナディンとレジーナ（バザーでのレジーナケーキ

の元祖の方）お二人の授業は迫力がありました。開校当初から宿
泊学習は青年の家や日応寺の少年自然の家に行き、水泳指導は、
組み立て式プールで夏休み毎日特訓指導（藤勝先生）・保護者会
主催によるバザーも開校当初から盛大に実施されていました。（保
護者会初代会長鷲江さんをはじめ皆さんのご尽力も大きかったで
す。）また、行事その他全てにご協力を頂きました。保護者の協
力無くしては清心小学校の存続はなかったと言って良いでしょう。
　今私は退職して16年目を迎えましたが、卒業生にお目にかかっ
たとき、「清心小学校を卒業して良かった。」とよく言って頂きま
す。それは、最高に幸せを感じます。
　現在、小学校は、私たちは夢と思っていた新校舎の建設、国際
コース設置により成果を上げておられます。他にも多方面に発展
し続けていて、創立者のシスター・セントジョンが岡山の地へは
じめてまかれた種がどんどん育ち、花を咲かせ実をつけようとし
ています。創立者のお喜びが目に浮かびます。きっとお空から、
ずっとお祈り
をし続けて下
さっているこ
とでしょう。
今後とも更な
るご発展をお
祈り致してお
ります。

創立当初の思い出
元教頭　永　原　和　子


